
戦Y
選

、
逼

丹
趨

－
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ピ
’
　
　
、
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
「
　
循
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
腎

、
段

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
』
i
1
1
i
員
批田

黍
、
幽
魯
報

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
F

5
　
　
　
　
　
　
　
　
，
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
．

　
　
　
ぬ
　
　
　
　
ま
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
ポ

㎜
繍
蕊
鱗
鵬
朋
謹
講
翻

㍊
人
　
巾
．
，
沢
．
　
蕉

　
漁
礁
齢
“
　
　
簿

e
騒
勝
　
魏
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
予
曲
食

鳩
、
凶
ー
～
ノ
身
ー
～
～
～
ノ
瞬
、
認
．

罵
翻
繭
撃
A
整
脚
，

｝
藤
鞭
灘

罪
韓
鱗
．
櫓
羅
鍵
に

　
ー
ー
シ
〕
曳
，
ζ
L
，
，
～
・
L
l
ご
祉
1
｛
く
「
、
　
’
」
　
　
ー
　
　
　
｝
㍉

、
第
†
二
洞
な
會
総
會
開
催
さ
る
、

夫
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
《
　
　
　
　
㌧
　
　
，
　
　
　
　
＾
　
…
．
，
く
叢

「
甑
～犠

、
　
　
罵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
告

　
ー
一
饗
、
　
鼠

　
　
　
　
）

　
ナ
ゆ
　
　
　
　
ユ

ベ
μ
・
・
、
購
¢
。

鞭
潔
　
　
濾
響
パ
、
邑
…
－
　
　
　
霧
ー

　
築
薗
嚢
繍
陣
祭
爾

二
十
露
曇
奏
代
臓
餓
、
本
部

地
ー
の
下
に

」
開
催
さ
れ
、
講
心
に

．
活
溌
獄
論
鹸
が
符
わ
れ
、
鋸
囲
、
第
嵩

襲
轟
け
て
懇
讐
れ
た
轄
蟻

決
璽
野
れ
た
舗
欺
も
の
は
婆
騨
郡
の
通

り
饗
あ
る
。
壷
灘
終
了
欝
例
鵬
倣
つ

、
で
霧
難
な
懇
饗

が
催
憲
発
。
尚
蕪
、

・
除
綴
奪
雛
の
お
孫
様
の
斑
隣
な
夢

、
に
翫
つ
甑
行
ぬ
れ
、
職
撰
れ
，

…
嘘
墾
七
ぐ
残
容
れ
た
旧
烈
館
罰
の
鋼
像

難
獲
鯉
舞
魯
こ
、

　
と
が
墨
る
様
に
な
つ
た
心
ゼ
亀
－

　
　
」
輯
己
－
呪
　
、
津

　
　
　
　
　
ド
ほ
ゐ
　
ロ

　
嗣
．
本
蕪
の
捻
顯
に
つ
い
で

　
　
難
い
て
は
少
髭
も

・
響
万
腰
毒
訓
霧

　
し
な
げ
れ
ば
牒
あ
な
い
に
も
か
誠
わ
ら
・

勢
、
塔
ー

．
簡
に
あ
る
と
は
螺
莱
懇

「
霊
瓢
藪
鹸
饗
灘
鰍
薯
の
た
め
金

　
　
　
　
　
　
　
　
じ
　
ジ
　
　
き

難
馨
齎
難
、
以

離
か
の
繰
越
の
繊
が
議
つ
疲
⑳
懸
よ
う
－

」
や
蕊
「
厩
鍵
徽
繋
胞
が
鵡
残
「

画
“
薗
羅
鋤
鞍
繍

㎜
て
製
せ
楠
鰹
蒼
塗
噸
あ
副
一
蝸
、
蕪
製
に
つ
い
て
「

に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
つ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
，
　
，
　
一
　
寝
簿
の
碓
裂
に
つ
い
て
は
総
愈
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

そ
墾
盟
鷹
漿
論
藍
張
刀
F
…
蕎
興
撚
墜
れ
、
誘
鑛
饗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

毘
田
轍
譲
瀧
、
こ
れ
綜
鑑
糠
…
嚢
騨
に
於
て
欝
…

騰
ね
ば
獄
齢
な
い
搬
絡
繊
滋
し
て
難
の
　
窓
れ
蕪
翼
、
嚢
の
藻
に
ょ
つ

　
謀
に
よ
り
万
金
冷
期
ず
掲
こ
占
と
数
～
で
鑛
に
鍵
し
て
塞
な
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
酬

つ
た
。

協
刀
ぬ
漁
，
馨
二
十
筑
額
鷺
の

蓉
納
禽
蝋
に
つ
い
て
は
各
蹴
搬
に
於
℃

蕾
穣
鞍
も
つ
て
瓶
の
通
⑳
切
櫓
攣

願
っ
こ
と
。
　
　
　
・
　
－

糞
徽
　
　
・
要
馨

　
瓢
冨
以
上
　
　
　
　
　
一
嵩
萬

，
一
、
一
薇
円
以
上
二
九
九
円
豪
で
…
薔
円

　
困
百
塁
圃
九
九
円
嶺
で
一
颪
肖

　
脳
菅
円
衆
満
は
鞍
黎
額

奮
よ
、
り
焚
し
て
戴
ぐ
躍
。

象
次
に
出
蛭
羅
の
あ
ゑ
鎗

わ
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

か
ら
醤
廼
一
舞
し
て
一

墨
嚢
も
嘉
臓

う
こ
と
。
！
　
　
－
　
　
、
’
碗
」

…
ユ
、
独
蓉
慧
－

、
、
麟
．
鐸
い
．
．
嚢
藁
難
雛
灘

5
3
、
尚
藻
楚
の
解
釈
霊

巣
会
へ
卿
瓢
万
暴
れ
た
聴

－
綜
本
食
に
特
殊
の
関
係
霧
し
、
そ
㊧

灘
馨
霧
燗
董
議
灘
～

盤
馨
面
憲
灘
隊
灘
膿
、
・
，
－

　
　
3
、
蒙
腿
は
嚢
馨

　
饗
に
作
轟
郡
然
し
こ
れ
は
舗
般
の
購

　
惰
か
ら
…
薫
ヵ
月
灘
れ
昂
胤
聾

　
　
4
、
轟
と
漸
た
に
馨
れ
為
ク

…
」
フ
蚕
更
（
讐
難
欝
男

ぞ
よ
っ
て
甑
難
，

｝
5
、
．
盤
暴
禽
萎
課
糞

　
　
磯
叢
も
つ
て
必
要

｝

馨
禰
鞭

、
蕊
、
、
ク
ラ
ス
舞
に
つ
い
て

　
　
炎
襲
露
に
し
て
禽
鰍

｝
懇
璽
の
藝
慧

…
鞭
羅
藥
醤
編
簾

に
馨
獲
か
馨
藍
2
フ

幽
ス
礁
…
人
嗣
難
る
。

悶
四
、
灘
会
躁
止
に
つ
い
て

　
嚢
規
建
廼
あ
つ
た
が
、
母
璽
く

，
聯
と
蹴
つ
て
鍵
学
と
な
夏
尚
鞭

、
舞
れ
琴
臼
濃
饗

，
鰻
の
制
鷹
撒
謄
代
に
灘
わ
な
い
ゐ
の
羅

｝
鍵
沖
鍵
麹
繍

蒲
笈
襲
羅
藩
は
総
嚢

「｝

｝【
　
卿

の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
れ

一
　
　
隊
麟
・
競
適
レ
搬
｛
談
　
　
　
　
　
　
・
　
　
，
戒
，
ゴ
，

画
際
昆
虫
學
會
幽
席
渡
欧
記

一
ー
　
　
櫓
州
大
厳
数
腰
・
理
掌
博
士
ポ
盤
学
博
出
「
二
　
　
　
　
－

　
　
　
　
　
、
　
　
　
、
　
　
入
　
木
　
誠
い
政
’
壁

，
酬
盤
一
蘂
飼
癒

暴
夢
ツ
潔
の
ア
ム
ス
テ
ル
認
ム
に
胸

於
憲
ン
藝
臓

、
ナ
ル
瞭
鑛
説
鍵
蘇
ズ
嶺
オ
ブ
・
韻
ツ
瀞
゜

…
且
蘂
の
代
馨
し
で
爪
盤
が
醐
、

－
讐
灘
婁
糞
鰹
詫
羅
、

一ヒ藻
鶯
「
禦
諭
「
ー
　
…
r
論

　
　
　
　
　
　
　
　
幽
蒙
撚

留
掃
　
｝
　
臣
“
欝
蝦
態
　
価
1
「
「
　
、
．
．
、
鐵
　
ロ
ー
・

，

　
飼
に
羽
顯
黛
港
か
ら
灘
O
A
C
社
の
飛

　
行
機
嚢
し
た
。
塗
鷺
陸

　
夢
麟
慰
糧
態
藏
一
泊
の
後

　
　
灘
霧
に
見
て
印
度
翼

　
　
那
に
入
リ
バ
ン
講
ツ
ク
に
立
欝
り
鷹
お

　
　
に
立
つ
て
ラ
ン
グ
｝
シ
へ
、
次
で
カ
ル

　
　
カ
ツ
タ
に
ス
テ
ツ
プ
し
そ
れ
か
ら
夜
間

　
　
騒
行
ま
な
茎
欝
奪
ラ
チ
に
鞍

　
゜
藻
に
搬
び
立
つ
て
バ
ス
ラ
に
鮒

　
　
聴
縦
、
蕪
牌
に
、
立
つ
で
ア
ラ
ビ
ヤ
の
砂

　
肇
癩
切
リ
ス
エ
ズ
螺
河
達
醗
め
て
カ

　
　
イ
ロ
に
到
糊
遜
霧

　
　
婆
イ
タ
リ
」
に
陶
い
ロ
下
マ
に
…
一
蒔
・

　
、
糖
四
賭
礁
鑓
ス
ヰ
ス
・
ア
ル
プ
ス
の
氷

　
　
塑
蓬
下
に
眺
め
つ
》
夕
籍
終
リ
ジ

　
　
ユ
ネ
L
ブ
の
上
を
漁
過
し
フ
ラ
ン
ス
に

　
　
入
り
徽
雌
の
光
り
蛤
め
為
願
パ
リ
の
罵

　
　
姦
し
、
夕
瞳
謝
る
ず
バ
｝
鞍

　
　
鱗
憲
℃
八
断
単
ロ
ン
ド
ン
郊
外

　
　
の
甕
轄
し
牝
の
は
士
，
百
で
あ

　
　
つ
た
画
峯
鶉
藤
間

　
葬
麟
し
嵩
ヤ
。
タ
匙
ナ
ル
に
つ
い
℃

　
婚
め
て
η
ン
ド
ン
の
蒙
わ

　
　
け
噂
あ
る
。
．

　
　
繁
竪
れ
ば
廿
四
欝
の
震
条
領

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
ン
ド
ン
の
ス
テ
ー
シ
「
楓
ン
素
悩
闘
に
臓

　
　
轟
し
て
オ
ラ
ン
慰
製
め
船
に
粟
つ
た
．

　
め
鷹
あ
つ
た
。
藁
へ
飛
行

　
－
機
矯
行
け
る
の
嚢
田
の
鷲
弥
は
さ
ら
に

　
　
な
い
わ
け
暦
あ
啓
．
士
｝
欝
は
二
人
崔

　
　
つ
れ
て
ぜ
カ
ヂ
リ
ー
サ
T
カ
ス
附
近
か

　
ら
リ
ジ
訟
ン
ス
下
ス
ト
サ
↓
・
ハ
イ

　
　
ド
パ
壽
嚢
に
、

　
嚢
鍛
彪
が
、
綴
葵

　
懊
釜
に
墨
塗
芳
西
日

　
　
は
一
馨
矛
ラ
ン
舞
に
卿
鞭

　
　
つ
護
墨
ド
ツ
櫓
蝶
－
蓬
「

　
　

?
b
暴
愚
灘
藤
嘱

賦
鵜
壌
ム
姿
鷺
漉
軽
漕
全
‘

簾
撒
灘
懲
羅
響
叢
鱗
総

二
麗
鳳
で
あ
り
此
の
地
え
は
レ
ン
ブ
ラ

ン
ト
の
霧
遼
楽
劾
し
衛
を
融

齢
後
ダ
食
　
麗
3
ま
軟
て
ユ
ト
レ
礒
ト
に

帰
つ
た
墾
韻
漁
灘
出
し
た
。
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
は
毎
月
の
様
に
闘
際
繭
蹴
会
識

を
開
い
て
お
無
に
比
べ
憂
賑
か
に

欺
つ
た
。

　
十
穴
曝
鱈
勝
と
な
る
イ
ン
ヂ
イ
シ
轟

・
シ
ユ
ー
ゼ
ウ
ム
に
行
つ
て
禽
饗

他
断
窟
の
プ
頂
グ
ラ
ム
を
漫
販
る
。
十

七
阿
翫
開
搬
武
が
午
復
囲
謄
か
坊
盛
凱

に
行
わ
れ
把
．
　
、
　
レ

愈
翼
は
七
四
Q
勇
あ
る
が
癸
運

あ
る
。
凝
夜
同
般
驚
眼
の
レ
セ
プ
シ
ヨ

ン
が
莇
つ
胞
。
申
八
日
冊
剛
汎
鱒
か
あ

．
十
陽
働
科
に
別
魅
て
露
諏
餓
辮
購
演

が
撒
繋
つ
た
わ
け
廼
黙
嘉
。
．

。
盆
暴
M
襲
馨
．

蒙
の
部
に
於
て
研
究
を
撚
褻
し
た
。

　
繕
習
に
難
隅
施
叢
財

の
二
薫
園
に
な
つ
℃
お
る
が
此
れ
は
薦

薫
衡
と
し
て
藻
團
を
新
撃
ぺ

嚢
膿
し
だ
の
聴
泓
葛
。
叢
れ
は
，

、
復
眼
轟
磯
と
し
て
の
立
論
で
勘
る
が

丁
羅
奨
議
題
婁
駕
馨

出
し
て
お
彙
つ
て
行
つ
た
の

馨
秀
券
配
し
た
蕪
餐

を
果
し
餐
座
慢
蓋
の
嚢
を

蹴
羅
逡
’
墾
の
馨
慶

墾
ど
難
藩
》
た
。

盆
の
盛
翼
羅
ゑ
燦
逓

の
二
人
か
毒
祝
林
盗
馨
蝦
ち
れ
物
の
は
．

沸
感
慨
無
盤
石
あ
つ
た
。
，
璽
・
　
　
、
’

　
茜
ー
れ
た
が
纂

馨
綾
、
オ
脇
綴
羅

霧
識
綴
爆
懸
羅
羅
薪

鍮
蕪
灘
蝦
購
懸
鱗
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
満

瀦
養
灘
黙
終
、
曜
敏
師
灘
．
・
・
爲
．
、
箆
顧
鑑
鱗
膿
織
…
難
螂
　
，
繍

寧
聾
－
“
　
〒
ー
ー
1
　
－
r
　
－
－
－
．
－
1
　
旨
ー
・
－
貞
－
堕
4
－
・
弟
・
－
笥
甜
『
・
欝
　
h
1
ー
熱
…
「
、
－
－
、
　
㌔
「
、
－
．
嚢
飢
詫
、
声
戸
－
》
－
畝
搭
　
爵
殊
・
即
鵬
圧
蕩
蝿
㌧
「
灯
属
潮
肖
「
－
－
、
旧
．
、
副
」
、

’琉
’
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．
　
　
　
ー

蒼
懲
。
蕩
筏
縞
需
の
誌
畢
葡
愚
。
劣
で
の
鰹
遡
謁
姦
壁
砂
懸
鯵
籔
齢
奮
織
雛

れ
を
し
た
。
オ
ラ
ン
蹴
に
小
樹
閣
滞
蕉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
バ
ン
博
爵
、
ト
ル
ベ
塒
工
搏
潅
、
プ
X

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藩
藻
艶
燃
讐
、
帰

辮
灘
撚
卿
畷
鞠
譲
灘
鵬
縄
墜
欝

」
多
り
ヵ
毒
野
て
　
篠
讐
あ
つ
た
誓
翁
私

　
　
・
儒
州
大
紫
教
授
。
磁
本
学
衛
会
議
会
髭
・
農
掌
博
庶
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
蒲
　
生
　
俊
典

　
蘂
に
際
し
℃
は
千
曲
鹸
煎
に
　
　
は
藥
…
嬢
駅
酉
は
本
磁
教
擾
奥
蕉
己
憾
歌

側
窓
穏
よ
り
州
公
私
瑛
に
圃
方
欺
ち

ぬ
御
鍛
励
璽
賜
わ
鰻

構
の
ぼ
μ
誠
に
難
籍
範
豊
畿

す
。
懲
陰
概
に
て
四
ガ
月
聞
雛
い
に
無

遣
慧
そ
の
旅
糧
盈
終
え
て
、
嚢
再
窺
鴨

、
ぼ
概
浜
蕃
の
プ
レ
シ
ヂ
ン
ト
゜
ク
リ
ー
…

藩
て
鑑
管
誉
た
か
…

』
ら
馬
舷
に
鰹
し
み
蓼
彿
礼
を
…

畢
Q
　
　
」
　
　
～
，
…

㍗
高
愛
緩
渓
る
巽
欝
開

事
・
た
が
、
霧
夏
響
－

｝
璽
く
の
門
余
饗
脅
・
獲
緊
謬
轟
賃
緊
o
げ
㎞
爵
硯
昆
“

．
（
ヒ
㌻
夢
）
に
否
製
た
論
㎝
馨
瞭
・
奮
諦
童
閃
・
讐
δ

　
行
槻
に
も
、
バ
ス
に
も
慾
糀
爾
　
に
て
も
轟
O
O
．

常
に
旅
砺
鷺
臥
か
曇
し
纒
に
熊
な
一
、
ー
眞
b
、
鱒
麟
障
凱
縣

げ
釜
襲
縷
講
τ
馨
暴
…
o
噸
柵
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
・
岳
　
　
　
　
、
　
　
　
　
鼠
睡
遣
漏
Φ
鎖
憎
◎
霞
宰
O
げ
呂
β
身
町
口
o
矯

㍑
岡
教
描
慨
揃
れ
て
か
ら
は
麹
一
…
カ
月
の

　
芳
八
爽
漿
馨

嚢
羅
餐
あ
拳
。

　
　
私
盤
灘
の
鐙
繭
上
董

　
お
次
の
尚
り
饗
あ
皇
夢
缶
、

一
。
難
麟
　
圏
－

　
m
曽
・
岡
聴
磐
q
酬
総
患
）
帖
μ
＜
Φ
吋

｛
↓
。
甘
薦
゜
姦
。
醇
゜
長

嚇
畑
o
の
叶
o
孚
・
葡
国
の
匿
樽
讐
o
ロ
い

　
一
）
o
嫉
ぜ
¢
”
畢
魁
φ
擁
廿
◎
o
揖
剛
穀
Ψ
V

・
O
¢
領
叡
甘
揃
o
填
翁
。
「
O
柚
嬬
尋
駒
o
ダ
・

好
黛
亭
鶏
゜

・
，
　
　
・
　
蝦
渉
『
　
伽
Φ
◎
戯

｝

　
　
　
　
麟
灘
噛
　
O
麟
q
◎
O
胤
細

鱒

　
　
裳
面
霧
婆
馨
の
隠

　
的
は
、
肉
紬
の
蒙
’
撫
体
生

理
噸
あ
餐
鰻
　
難
丁
蟄
丁

層
繊
饗
艇
に
鳳
つ
て
嵐
汎
な
縄
讐
ぼ

議
獄
．
曇
れ
た
の
費
し
な
。
従
つ
て

轍
米
階
私
が
泌
聞
し
た
カ
リ
フ
ホ
ル
晶

ア
犬
雛
《
瓢
欄
ラ
澱
農
工
器
讐
ア
イ

オ
ワ
大
麟
、
ミ
ネ
ン
タ
大
塑
晶
訟
r

　
、
、
－
、
踏
∵
陸
髄
麟
㎝
羅
、
脚
穴
獄
簸
盤
女
穿
ス
毒
－

、
○
》
，
卸
h
　
，
・
、
、
ビ
　
・
　
作
つ
て
懲
隙
に
供
蜷
し
た
い
霧
懸

　
ー
ヴ
ア
誰
、
凝
サ
チ
ユ
蔵
ツ
ツ

　
嚢
、
シ
カ
．
コ
糞
ス
タ
ン
プ

㎜
睡
1
藷
に
そ
の
羅
・

糊
鉱
嬉
難
、
果
羅
虫

”
周
及
附
纏
懸
．
搬
賦
験
蜴
、
、
商
勝
欝
繊
維

　
ヨ
梠
ﾋ
、
書
ン
。
叢
犬

｝

｝
｝

　
層
來
ー
璽

　
米
脳
穣
査
織
フ
イ
ツ
膨
叢

　
窪
、
ハ
ワ
婁
パ
イ
ン
ア
ツ
ト

ブ
ル
経
、
ー
女
に

脚
於
け
添
研
究
視
祭
の
外
馬
カ
レ
》
オ
ル

　
，
ニ
ア
、
ミ
ネ
ン
タ
顧
州
及
び
「
ハ
ジ
イ
方

・
面
の
農
協
の
視
簾
か
ら
、
滋
灘
都
欝
に
・

於
け
震
警
し
て
の
櫨
物
璽

羅
．
図
羅
、
緻
物
畢
｛
．

　
　
　
　
　
　
　
ト

婁
し
て
諜
大
幽
附
鰯
饒

一
　
　
P

｝

　
　
　
　
　
　
　
　
乙
　
　
　
　
　
層
゜
．
穴
、
米
圃
に
於
妙
漁
網
織
物
の
蕾
及

゜
． ｨ
盤
欄
繋
。
禽
側
の
濯
盤
撚
欝
癒
樽
　
状
溌
と
鰍
物
の
鶴
糊
難
禰
資
レ
獄
慰
。

轟
難
鼓
る
蘇
蟹
　
難
欝
編
購

門
難
工
諜
鼻
璽
「
」
，

　
　
ズ
灘
爾
い
て
製
｝
纂
。

の
研
窯
駕
廻
鼠
…
の
マ
そ
汐
ロ
牙
ク
一
楠
　
　
八
、
絹
の
将
鵬
縮
按
打
齢
L
た
蹴
。

｝
ク
蕪
つ
憂
つ
た
辮
。
　
　
｝
　
九
、
疋
簿
の
燃
藺
難
児
の
外
に
轟

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
一

　
飛
ア
メ
劣
ー
｛
審
に
乗
興
婁
嵐
俗
譲
罵
慰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ

鵡
襲
購
繕
協
、
㎝
礫
雛
繍
鎌
鍵

　
三
、
捌
期
悶
な
罰
墨
器
…
縢
罰
ペ
ス

ト
ツ
ク
ス
及
膨
ス
ト
ツ
ク
ス
の
盤
能
及

羅
し
た
轟
．
　
　
，

四
、
翻
な
嚢
攣
リ
の

ウ
ム
の
舞
親
し
た
窮
。

　
翼
兼
圏
に
於
け
ヅ
繕
繊
維
襯
、
綿

嬢
譲
叢
臭
撃
ザ
」

駆
ン
、
ナ
イ
P
ン
、
ヴ
イ
晶
ヨ
ン
、
ヴ

イ
カ
ラ
、
オ
丁
ロ
ソ
藩
の
蔑
繊
維
の

　

の
　
、

脚
脚

…
か
の
方
数
雁
適
女
柵
強
貨
侃
の
御
駕
に

＋
蕪
賦
鑓
鰭

磁
難
謹
鐵
鷲
r
　

癬
辮
欝
鍵

・
い
懸
夢
ρ

、
　
　
　
　
　
．
．
く
（
－
冒
～
！
，
ピ
～
・
ー
～
～
虻
ー
（
ー
　
　
　
　
　
　
ー
ー
’

笈
部
便
蟹

　
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
p
勅

聴
ー
弥
・
藁
豊
癌
．
塗
轟
藁
墾
尋
馨
ー
・
遜
・
・
≒
穿
難
簿
菟
難
購
雌
鮎

☆
」
☆
　
苓
　
　
浄
、
，
「
ヵ
月
冊
に
約
酬
貫
烈
鑑
が
減
じ
巌
　
鷹
o
壌
ぎ
巴
犀
↓
婆
σ
8
紳
自

薫
か
・
懲
勤
馨
薯
巴
。
”
．
。
騨
碗
。
弦
書
識
曽
団
・

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　

@
　
晶

り

　
　
縮
鷺
小
支
ム
眠
よ
う
，

　
　
　
　
昭
懲
骨
穴
盤
八
月
”
…
0
厩
薯

　
隔
伽
叢
、
．
昭
知
…
　
六
藥
四
月

七
曇
二
欝
よ
姐
小
田
町
羅
に

於
て
隈
催
腰
鈴
、
蒲
態
雀
出
の
思
い
出

塗
ぶ
山
町
に
馨
九
質
人
数
．

は
夢
い
方
矯
は
獄
い
が
嵐
縣
簗
翼
と
し

て
は
過
半
数
以
上
の
出
鷹
に
て
一
料
理
の
．

，
雛
雛
　
駕
璽

霞
れ
た
。
血
田
働
綴
の
状
温
報
轡
並
に
｝

麦
会
々
㈱
の
鋤
静
纂
の
襲
訟
務
報
構
、

，
鍵
繧
馨
⑳
肇
べ

・
山
の
籔
纒
餓
鋭
の
昭
栄
組
、
環
烈
紡
繊
・

足
利
㍗
瑚
の
畜
池
驚
、
栃
茶
…
羅
鵜
運

食
叢
平
農
餐
の
蕪
讐

マ
炎
盒
喪
の
鷹
聡
の
九
掲
の
嬢
い
擬
、
お
、

7
は
こ
も
沢
田
酪
た
、
俳
郡
踊
も
嵐
番
木

曾
緬
も
撫
る
次
か
ら
次
え
圭
田
の
ほ

　
上
田
千
曲
会
の
た
め
に
特
に
挽
杯
を
雛

　
げ
て
沢
田
の
御
馳
走
褄
し
て
需
さ
れ
た

　
そ
の
上
麗
に
上
田
墾
は
杜
翁

に
よ
く
働
く
か
応
現
黎
…
臨
工
場
に
は

　
四
犠
の
処
あ
と
四
禦
お
擬
し
て
螺

用
す
る
、
工
揚
登
天
い
に
瀧
鰻
し
て
雛
¶

展
さ
せ
為
豪
A

た
辮
は
わ
が
鑛

　
’
識
べ
藝
勘
り
、
曳
わ
が
蓑
と

　
し
て
吼
齢
騙
鰍
の
撚
…
り
賢
あ
る
。
搬
後
に

難
難
ふ
．．（
灘
鋸
圃
毯

b
　
　
　
　
　
　
　
i
r
　
　
　
　
　
　
「
－
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
　
　
鞠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
゜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
噛
・
　
　
　
　
～
　
　
　
　
　
　
　
　
p
　
　
　
　
　
　
　
監
　
邑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
；
　
と
　
　
　
　
　
　
　
泊
　
　
　
　
　
」
　
　
　
P
”
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
　
　
　
　
　
　
－

踊
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ー

）－
」
3
，
、

（

ー
》
－
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

｝

遽
職
認
愈
資
禽
幕
藁
∴
、
畢
償
授
與
さ
為

嗣

　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
（
’
、
，
F
塵
㌃
F
～
ヤ
7
f
ー
ノ
～
♪
’
、
’
～

撫
惰
癒
田
鰯
徽
先
盤
　
　
」
　
　
・
　
一
　
　
醐
購
四
郎
　
　
瀞
源
・
醐
、
　
…
　
　
　
・
・

　
　
費
餐
鱗
藏
先
焦

’

　
璽
墾
は
畿
以
誉

に
蒙
㎜
圃
十
年
の
蟻
営
に
蔵
り
終
「

殆
糊
欝
難
に
繊
あ
れ
蛾
し

た
。
瀞
讐
漆
し
て
は
柳
か
謝
偲
の
微
悪

駈
藻
し
階
鰻
轡
翼
購
雛
数
し
た
い
と
嵐

い
叢
ず
漕
何
蹴
御
賛
成
卿
酬
馨
い

ま
つ
御
願
い
繭
上
け
挙
。
」

一
　
昭
和
二
七
鋲
瓢
周

　
　
一
償
難
濁

　
　
庫
唄
古
馨
機
鵡
饗

　
乎
曲
禽
々
醐
毒
鰹
…
・

　
　
「
「
騨
盤

・
・
蝋
、
徽
出
金
は
必
ず
閥
先
繧
別
に
御
閥
一

－
雛
下
さ
い
。
　
、

一
嚇

A
馨
滋
部
千
曲
食
（
圓
封

＼
め
振
欝
繍
諮
剰
選

，
嗣
一
一
、
締
切
期
隈
　
四
用
宋
田
　
　
　
　
　
匙

四
ハ
懇
騒
の
鑑
方
蔽
は
雛

　
起
人
に
璽
犀
雫
さ
い
。
，

、
識
・
澗
騨
の
上
は
墓
上
暦
御
報
　
　
　
お
原
・
碁
　
…
齢
谷
　
勝

出
駅
泥
鞍
ず
。
以
上
　
　
　
　
　
・
　
窩
原
粥
八
　
窟
城
　
　
博

　
隈
照
宵
谷
璽
奮
　
　
　
　
　
　
　
画
沢
，
幹
　
満
氷
r
周

　
羅
入
（
い
ゐ
は
順
）
　
　
満
氷
墨
　
　
広
瀬
　
広

　
　
永
野
裕
尉
　
申
田
．
太
郎
　
　
　
，
樋
縣
　
昭
　
蝶
田
一
輔
灘

　
　
申
働
儒
行
、
ト
・
巾
馳
　
　
鰻
－

　
　
露
満
展
　
野
口
概
太
郎

　
麟
灘
顯
．
麟
灘
難
雛
饗
難
雛
熱
擁

；
　
・
ー
　
　
ー
巧
　
　
　
　
静
、
△
諜
鷲
莚
金
驕

ハ
　
　
則
序
臓
雄
噛
山
准
蓬
購
　
　
甲
騨
鋼
館
八
翔
圃
構
付
を
以
℃
、
擬

｝
繰
雛
縄
臨
・
鑓
議
麟
難
畿

…
撚
厳
齢
襯
｝
灘
灘
懸
獺
鷲
糀

　
　
為
沸
甲
漕
鱒
　
鉢
　
鰻
帰
…
、
｝
藁
雛
錘

一
契
雍
蘂
し
に
。
磐

｝
た
q

㎝脚
「
　
　
「
卜
『

…
上
野
正
襲
灘
助
命
慰
動
．

㎝
一　

　
　
@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　@
　
@
　
一 @
濾
麟
金
潜
芳
名
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
＝
　
・
　
’
桝
　
欝
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
　
　
礁
闘
Ω
祷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
懸
璽
　
　
　
　
　
一

も
’
ヒ
、
、
ー

桑
整
糊
　
　
・
∴
糠
　
，

，
　
　
　
…
　
　
，
　
’
，
火
　
滝
　
照
　
，
太
　
郎

一
羅
蹴
・
・
　
　
　
窯
六
四
九
甑
円

灘
偲
《
織
、
雑
　
七
四
七
〇
円

翼
高
　
　
－
　
一
四
ニ
ニ
円

』
騰

噌

．
患
臨
た
叢
致
し
て
｝
霧
塾
，
巻
た
垂
馨
に
堰
え
ず
。
－
覧
　
浄

に
傍
へ
ず
、
宿
井
に
耀
処
て
融
総
を
滋
－
　
°
如
翻
に
処
瑠
す
べ
潔
か
縣
擬
に
藤
り

り
諜
の
聡
艘
に
ま
る
処
蓼
し
　
　
し
駿
よ
藪
の
慧
の
あ
る
と
こ
｝

　
鴛
恩
薫
罵
餐
馨
し
で
，

寵
慧
鍛
に
煮
て
大
霧
齢
。
　
一

載
は
餅
る
企
の
あ
噴
ん
か
憲
れ
て
蝋

・
部
の
人
汝
に
奨
⑳
心
配
の
響
用
述
べ
麗
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灘
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難
ガ
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冊
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レ
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籔
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総
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塾
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贋
繍
に
劉
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盈
捨
㈱
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代
町
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製
糸
工
場
を
、
盗
剛
鱈
の
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に
戒
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麗
醐
の
藻
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釜
し
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戦
謄
脇
懲
　
に
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に
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懸
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叢
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搬
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れ
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襲
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漁
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騰
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に
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陶
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噛
蕪
は
よ
ぐ
瓦
め
知
る
処
噸
愚
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難
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慧
憲
嚢
と

そ
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間
査
整
慨
懲
寵
鏡
腱
に
本
搬
　
ガ
落
畑
た
の
饗
あ
ゐ
礎
一
圃
欝
ζ
妊

遡
辮
鑓
と
し
で
箋
う
憲
れ
殊
　
知
悩
馨
満
に
掛
に
つ
け
た
鑛
金

に
嵐
斜
…
念
算
絡
遡
鋤
に
鋤
蓮
し
《
　
人
絡
の
持
密
饗
あ
つ
た
の
廼
轡
憩
。
・

壮
大
な
鎌
部
盗
蝋
籔
駕
雄
設
し
槻
殿
臨
　
湊
れ
ば
羅
夜
を
別
た
ぬ
鋤
蛍
も
闇
饗

十
鷲
祭
に
之
を
難
に
鰯
贈
せ
　
に
と
つ
て
は
遊
鼓
に
も
等
し
ぐ
薯

ゴ
誇
轟
勢
の
鑛
霧
む
露
，
星
輝
難
蚕
謬
つ
突
籍

会
の
溜
鋤
に
酬
殿
の
難
誉
れ
　
に
蕩
な
叢
持
つ
断
欝

た
畷
は
帯
沢
灘
轡
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の
騒
い
傭
撒
…
に
　
振
り
も
御
鍛
庭
の
奥
ゆ
か
し
さ
も
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灘
藪
力
の
賜
瞳
あ
癒
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べ
蹴
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意
わ
れ
る
の
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あ
る
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騨
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叢
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は
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し
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懸
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熱
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窟
か
つ
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憶
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瓢
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つ
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．
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縫
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．
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つ
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し
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搬
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簿
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簿
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．
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瓢
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澗
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磯
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
蹴
、
灘
灘
礪
，
「
錨
、
山
崎
欝
鰍

　
　

@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
　
@
一

．
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憲
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．
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搬
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螢
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憲
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検
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搬
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。
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潜
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榊
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。
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滋
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瓢
垂
ふ
椒
四
難
謬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
、
関
’
櫨
巣
叫
饗
稲
堀
翼
轡
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
磯
、
買
塚
　
　
一
、
融
、
田
嚇
．
嶽
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
能
、
竹
朗
　
　
寛
翻
、
小
松
忠
畢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
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岡
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憂
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搭
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縢
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．
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簸
、
田
中
　
固
葡
，
畿
、
岡
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縫
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潔
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∀
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瓢
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滋
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岡
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憶
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岡
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岡
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澱
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瀬
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懸
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御
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願
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の
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に
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数
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災
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．
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態
の
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ま
す
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萎
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。
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工
榊
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予
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．
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金
圓
は
総
漿
筒
が
薫
矯
し
把
が
、

整
・
粂
獲
の
難
ゐ
麟
滞

肉
な
も
の
に
賦
皇
瓢
し
た
講
存
膨
く
感

謝
数
』
夢
。

△
愈
汝
響
圃
難
迎
え
る
時

・
に
額
り
象
し
て
蟹
々
も
続
蝋
鄙
蝋
雅
掃

ぜ
あ
れ
こ
の
任
に
嶺
る
職
一
年
、
金
簡

諸
凪
俊
鰯
犠
に
対
ず
る
批
判
ぱ
果
し
て

如
何
で
し
よ
う
か
、
帯
算
面
簿
に
蕾
b

め
ら
れ
偲
ら
懸
つ
様
な
慕
は
出
来
蟻
せ
、

’
ん
饗
し
た
が
、
限
ら
れ
だ
範
晒
璽
誠
心

誠
照
や
つ
て
来
た
つ
も
り
で
あ
8
り
蛍
夕

私
典
の
任
期
ぼ
後
｛
年
饗
す
が
御
葱
雛

等
あ
案
し
た
ら
ど
冬
お
嚢
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
だ
し
鞍
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
（
灘

編
難
鰯
　
胃
、
脳
平

糠
諜
麗
，
　
燃
耀
魔

ー
，
　
　
巾
原
　
武
－

　
　
　
　
　
　
璽
甲
剛
行

　
　
　
　
　
　
蝉
灘
騨
、

　
　
　
　
　
　
柚
蟹
墨
武


